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北朝鮮による日本人拉致問題啓発ＤＶＤ 第二弾キャンペーン

『拉致 私たちは何故、気付かなかったのか！』
９月２６日より、全国で一斉レンタルスタート！！

北朝鮮による日本人拉致問題啓発 DVD 第二弾『拉致 私たちは何故、気付かなかったのか！』が

TSUTAYA、ゲオなど全国のビデオレンタル店で、9月 26 日より無料レンタルされることになりました。 併せて、

2008 年に日本政府が制作した第一弾DVD アニメ『めぐみ』とともに第二弾キャンペーンとして取り組んで参ります。

我が国の映像レンタル人口は、最盛期（昭和 30 年代初期）の映画人口に匹敵する 11 億人と推定されます。

その分、アニメ『めぐみ』で十分な貢献をしたとは言い切れない思いが残ります。一方、2002 年 10 月に被害者 5

人が帰国して以来、拉致問題は一向に進展しておりません。救出を呼び掛ける家族の老いは着実に進んでい

ます。

そこで再度、レンタル店のネットワークを活かして国民に拉致問題の重要性を広く訴え、解決に向けては何より、

救出に向けた国民の弛まぬ気持と支援こそが最大・最速の原動力であることを示したいと考えました。

なお、各地のビデオレンタル店での店頭展開の様子なども、あわせてご取材頂きますと幸いでございます。下記

お問い合わせ先のＣＤＶ－ＪＡＰＡＮ事務局にて、取材可能な店舗をお知らせさせて頂きますのでよろしくお願い

申し上げます。

■第二弾キャンペーンでレンタルするＤＶＤ

『拉致 私たちは何故、気付かなかったのか！』
製作：『拉致 私たちは何故、気付かなかったのか！』製作委員会

（代表幹事：日本コンパクトディスク・ビデオレンタル商業組合）

脚本：山田耕大 監督：大屋龍二 プロデューサー：平田樹彦

ラインプロデューサー：森角威之 素材提供：稲川和男

協力：北朝鮮による拉致被害者家族連絡会

北朝鮮に拉致された日本人を救出するための全国協議会

特定失踪者問題調査会

後援：政府 拉致問題対策本部

【本件に関するお問い合わせ先】

日本ｺﾝﾊﾟｸﾄﾃﾞｨｽｸ･ﾋﾞﾃﾞｵﾚﾝﾀﾙ商業組合（ＣＤＶ－ＪＡＰＡＮ）

姫野・村山 TEL： (03) 3234-8824 メール：info@cdv-j.or.jp

URL http://cdvnet.jp

アニメ 『めぐみ』

企画・制作：政府 拉致問題対策本部

文部科学省選定作品



拉致問題啓発ＤＶＤ第一弾 アニメ 『めぐみ』への店頭での取り組み実績

■店頭展開に至った経緯

２００８年春、北朝鮮による日本人拉致問題の啓発活動の一環として、アニメＤＶＤ「めぐみ」が政府にて

制作された。政府からの要請を受けたＣＤＶ－ＪＡＰＡＮでは、レンタル業界として社会に貢献できる良い機

会であるの結論に至り全店に協力を呼び掛けた。2008年9月から全国のビデオレンタル店で一斉に貸し出

しを行い、この3年間で約15万人のレンタルユーザーに視聴された。

■店頭での展開状況

・国内の全レンタル店（5000 店）にＤＶＤ３枚とＰＯＰを無償配布。また併せて、ＣＤＶ－ＪＡＰＡＮのホーム

ページにおいても追加のＰＯＰや写真素材を公開し、ダウンロードによって各店それぞれのＰＯＰが作成出

来るように行った。

・店頭では無料で 1週間レンタルとして貸出を行った。

・各レンタル店においては、これらＤＶＤとＰＯＰを陳列し展開するなど、それぞれの工夫において本ＤＶＤの

訴求に努めた。

○店舗スタッフの声

・ 拉致問題をもっと色んな人に知ってもらい、考えてもらうという主旨に共鳴し貸し出しをしていました。実際に

様々な方にレンタルして頂きました。

・ アニメだったということで、多くの方にご覧頂けたのではないかと思います。特に、アニメということもあって低

学年のお子様にも関心が持って頂けたように思えます。

・ まず大事な事は興味を持って頂くこと、そしてそれに対しどう感じたかということを少しでも考えるという事だと

思います。今回の取り組みは、そのきっかけ作りになったと思います。

・ 意義のある内容で、多くの方に鑑賞可能な無料レンタルといった形は良かったと考えます。

・ 今後もこの問題が風化してしまわないよう、継続した支援活動が必要と思います。

店頭展開の様子



拉致問題啓発ＤＶＤ第二弾 『拉致 何故私たちは、気付かなかったのか！』への店頭での取り組み

店 頭 展 開 用 の Ｐ Ｏ Ｐ

店頭展開のイメージ

第二弾キャンペーン作成した専用ＰＯＰを全店に配布して、店頭での貸出を促進

ＰＯＰや作品コメントカードを使って、店頭展開した際の陳列棚のイメージ


